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年度の初めに
校 長 佐藤 悦夫

新入生１７０名を迎え全校生徒４８６名、１４クラスで平成25年度がスタートしました。
昨年度、保護者の皆様による学校評価で「生徒は生き生きとした学校生活を送っている

か。」の質問に対する肯定的評価が８２％と高い評価をいただきました。しかし、授業に
関する項目では肯定的評価が５０％を下回る評価がありました。
今年度は、学校評価すべての項目について７０％以上の肯定的な評価を得ることを目標

に、授業の改善・充実を全職員共通の課題として取り組んでまいります。保護者の皆様の
ご理解、ご協力をお願いいたします。
また、今年度も町会、地域行事などで、生徒たちがボランティアとして参加できる場を
提供していただきますよう、各町会、地域、関係団体の皆様にお願い申しあげます。

２５ 年 度 経 営 方 針
＜ め ざ す 学 校 ＞ ③健康・安全教育の充実

・確かな学力の定着・向上をめざす学校 ・毎日の健康観察と欠席、遅刻、早退等の確認
・豊かな人間性を培い安心して楽しく学べる学校 ・全校朝礼、学年、学級指導、セーフティ教室
・保護者や地域の信頼に応える学校 などによる健康、安全指導の徹底

・給食の時間を中心として「食育」指導の充実
☆ 重点的な取り組み事項 ☆ ・ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ、教育相談委員会を中心とした「心

と体の健康づくり」の推進
(1)小中連携を基に授業改善を図り、基礎的な学力 ・教育相談週間を活用し家庭、担任、ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ
の定着と向上 と連携した指導の充実

①生徒一人一人の学力の向上を図る。 ④生徒の学校生活を豊かにするための活動の充実
・小中連携を深め 9年間を通した指導の工夫改善 ・集団行動や宿泊行事を通し基本的なルール、マ
・学習のねらいを明確にした「分かる授業」の推進 ナーの向上を図り社会性や協調性を育成
・補充学習の充実（放課後、長期休業中） ・生徒会、委員会活動の活性化、規律ある部活動
・各種コンテスト（漢字・計算・英単語）の実施 の運営
・図書室の活用を推進し本に親しむ習慣の育成 ・各種コンクールや連合行事、区民大会、地域行
・宿題、課題を計画的に与え家庭学習の支援と定 事等へ積極的に参加
着に努める。

(3)保護者や地域、関係団体との連携協力
②確かな学力を基盤として「生きる力」を育む。
・「体験学習」「ボランティア活動」を通して職業 ①地域や関係団体と連携したボランティア活動の
観、勤労観の育成 推進

・３年間を見通した計画的な進路指導の充実 ・関係小学校、高等学校と連携したボランティア
・キャリア教育を充実し一人一人の夢を育む。 活動を通し、連携の強化を図る。
・「総合的な学習の時間」の計画的な実施 ・「開かれた学校づくり協議会」と連携したボラン

ティア活動の推進
(2)信頼関係に基づく生徒指導の充実と基本的生活 ・地域、関係団体などの主催行事への協力
習慣の確立

②｢開かれた学校｣をめざし、家庭、地域と一体と
①西中生としての所属感・充実感をもたせる。 なった学校教育を推進する。
・道徳の時間を中心に、自他の生命尊重、規範意識 ・学校公開、学校行事、西中ホームページ、学年、
の育成を計画的に指導し定着を図る。 学校だよりの充実

・人権教育プログラムを活用した学年、学級経営の ・小学校、高等学校、「開かれた学校づくり協議会」
充実 町会、PTAとの連携協力。

・学年、学校行事を充実させ生徒の連帯感を高める。 ・生徒、保護者、地域の評価を活かした学校運営
の改善と充実を図る。

②生徒一人一人に目を向けた生徒指導
・厳しく教える生活指導とあたたかな教育相談体制 ③学習環境を整備し落ち着いた雰囲気で学べる学
の充実による規範意識の向上 校づくりに努める。

・時や場に応じた礼儀、言葉遣い、身だしなみ、 ・学習環境の計画的な整備と掲示物の工夫
明るく挨拶のできる生徒の育成 ・校舎内外の整理整頓、施設や備品の有効活用と

・学校生活を通し生徒一人一人の長所の発見に努め 管理、保全
家庭と連携した指導の推進 ・清掃活動の徹底と学校施設を大切にする指導の

・特別支援教育を充実させ個に応じた指導を推進 推進

教育目標

・よく考え知性を磨く

・学びあい品性を高める

・すすんで体力をつける

 




